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和歌山地域経済研究機構
理引民 小 出 恒ー
201止紀故後の年としての1999年は、いろいろの則待を膨らませながらスター卜しました。
特に、パプjレ経済JdJ椛後一向に回復軌i首に*らない景気のilて直しと21世紀社会に向けての
法盤整仰の充実を図り、設が凶にとって新たな世紀がまさに円出づる同に相応しい状態にな
ることを年初には多くの同民が期待しました。しかし、 1/4半期を過ぎようとしていますが、
依然として足気は低迷気味であり、企業活動も活発でありません。今#聞における企業の賃
金|円|容にもそのことが伺い知ることができます。
また、政府は、令融不安を取り除くために、 15の銀行に約7兆5千億円の公的資金を批入
したり、また7千低円の地域振興券を発行して消費肱人-筑を行う等、組々の令.副!・純情・景
気対策を行ってきました。これらの施策が米たしてどれほどの効果を発抑するかは不明であ
り、仮に効艇が現れるとしてもかなりH与聞が経過してからになるでしょう。したがって、ま
だしばらくは純済・景気の低迷は続くことになるでしょう。
こうした経済状況においては、よ企撲ですら一部を除いて、その梁績は17息吐息の状況で
あります。ましてや、中小の企撲は推 して知る山です。したがって、 '1小企採の経'以滑にとっ
ては、いかにして生き残りを閃るかは頭捕の租ではないかと思います。 中小企撲に対して行
政等による観々の支援策も講じられているものの、残念ながらそれほど手厚いものとは言え
ません。 中小企業は、まさにドl 助持力を強いられているのが現状です。 円 ~のj1[操J情浩が多
くの中小企柴と少数のノミ企業によって成り立っていることを与えるとき、 中小企柴への更な
る支援をt講じることが肝要ではないでし.tうか。もちろん、資本主説経済は何らかの成功と
犠牲でもって成り)T.っていると考えられますが、だからと甘って、 中小企撲が大企業やその
仙の機関の犠牲になっても仕方がないというわけではありません。凶の施策には、 一同経済
の維持と宵う大般名分があり、そのために弱ホ-切り捨てが行われます。しかし、 地域経済は、
中小のイ仕様に保点を当て、その維持 ・発展に協力と支援を行って行くこ とが求められます。
そうした中小の企撲の発j民こそが、将米的に地域の産撲や経済の情性化と発展に大きく寄与
して行くものと考えられます。
本機地は、 こうした視点から和歌11地域の活性化を図るべく、純々の視点から研究を進め
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てきております。平成10年度事業として 3つの研究プロジェクトを計画し、両査 ・研究を行っ
てまいりました。 現在、報告iIfの作成に向け勢)Jいたしております。本機関誌には、その中
1mの慨要報告を掲載いたしております。
また、次年度(平成11年度)の引操lil・回として従米地の研究に加えて、 研究成果の公>>.や
シンポジウム等を行い、産官学をはじめ一般{官民の方にも本機榊が一体何を11mし、 何を提
dしようとしているのかを知っていただきたいと考えております。その苅;味で、4-1に今年度
はシンポジウムの1m他を企阿するとともに「物流ÎI~J也般置の可能性」を研究対(sl とした研究
会を設1tし、和歌山に口大物流必地il!設な推進する研究を進めたいと巧・えております。その
ために、主として産学からなっております本機川の組織を今後は官や民を取り込んだ「産官
学民」の組織にして行きたいとも与えております。
故後に、木機構は、少しでも和歌山地域の活力を生むことに寄与できますようーな専心し
てまいりたいと思ってお ります。さらに、その意味でも、会只だけでなく、多くの)j々 から
み;機fNJへごな見絡を賜ることができますことを期待いたしております。
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